
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（10 月 23 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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山本　洋子

　今年もあと２カ月とちょっとになりました。
月日が経つのは本当に早いものですね。私は今
年、新たに自分の傷に気づくことができました。
自分の傷と向き合うことは、本当に辛いし、自
分を責めるような気持ちにもなりました。聖書
を読むことと祈ることが、このような状態の私
にとっては、とても大切なことでした。このよ
うな祈りの中で、神様は「あなたは一人じゃな
いよ」ということを伝えてくださいました。私
の傷は癒されつつあります。
　昨日の竹下静さんのコンサートでも、歌われ
ていました。「１人じゃないから、私が君を守
るから。」ＡＩさんの story という歌でしたが、
静さんの言われていたように、神様のことを
歌っているような歌だと思いました。私も、傷
が癒やされ、日々変えられていく中で、１人じゃ
ないことを実感しています。
創世記 28.15「見よ。私はあなたとともにあり、
あなたがどこへいっても、あなたを守り、あな
たをこの地に連れ戻そう。わたしは、あなたに
約束したことを成し遂げるまで、決してあなた
を捨てない。」
　神様が私たちに約束してくださっていること
をいつも握って、それがいつか必ず果たされる
と信じて祈り続けます。

  Ⅰサム7～13　水10金12

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ

日 月 火 水 木 金 土
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　今年もあと２カ月とちょっとになりました
月日が経つのは本当に早いものですね。私は

「１人じゃないから」
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河島弘子 甲藤裕子高橋未衣河村拓海 石原奈々絵 淺野省吾河島弘子

（要約者：藤原　友規子）

（１０月９日）

「主イエスに出会うと…聖霊が働かれると…」
ヨハネ４：28～30、39～42

スモールファミリー

誕生者のお祝い

　　　たった10秒の証言で次々と人々が救われた
　　　（サマリヤの女）
　
　「わたしのしたことを何もかも言いあてた人がいま
す。さあ、見にきてごらんなさい。もしかしたらこ
の人がキリストかもしれません。」この短い、たった
10 秒程の言葉でサマリヤの町にリバイバルが起こり
ました。この女性はどういう人だったのでしょうか。
人々が誰かの言葉を受け入れる時はどんな時でしょ
うか。当然、語っている内容が真実でないといけま
せん。内容が真実であるかどうかはどのように立証
するでしょうか。その人が信用できるかどうかは名
刺を見たり、経歴や学歴、人柄、品性を見ます。しかし、
このサマリヤの女は信用できる品性、素質に欠けた
不道徳な女でした。5 回の結婚をし、社会の底辺にい
た落伍者で、人から後ろ指をさされ、のけものにさ
れていました。人々の前に出たくない、だから人目
につかない時間に井戸に水を汲みに来ていたのです。
はじめは水の話（世間話）をしていましたが、乾く
ことのない水の話に展開していきます。サマリヤの
女とイエス様の対話は、私達の祈りが幼稚な祈りか
ら、次第に神様の御懐の中に入っていくような、神
様の御声が聞こえるような祈りに引き上げられてい
かなければならないことを表しています。サマリヤ
の女はイエス様と親しい対話をし、率直な罪の認識
をしました。そして真の礼拝のありかたを知り、信
じました。サマリヤの女は一度の出会いによって人
生を変えました。その変えられた一人によって多く
の人が人生を変えました。経歴も学歴も、知識も信
仰も、品性も身だしなみも人から信用される要素は
何も持ち合わせていなかったにもかかわらず、神様
が臨まれるとその人の内側から栄光が現れるのです。
人前に出ることができなかった女が造り変えられた
姿、内側がイエス様の栄光で輝いている姿を見て人々
は証を受け入れたのです。私達は日曜日だけでなく、
毎日の生活の中でイエス様に出会う時間、つまり対
話を大切にしなければなりません。日毎の神様との
対話は 1 日の生業を左右します。日毎の対話の質を
高めていくと聖なる情熱が与えられます。

　　　たった数滴の涙で頑固な老人が救われた
　　　（北野先生の証）

　私が信じて伝道者となった後、父母もクリスチャ
ンとなりました。祖父（父の父）はキリスト教を嫌い、
母のことをいじめました。私は宣教のためにハワイ
に行くことになり、祖父に挨拶に行きました。伝道
しなければと思うが、祖父の性格を考えると何を伝
えていいかわからず、「お元気で。」と部屋を出よう
としました。その時に「それでいいのか」と自分の
中で声が聞こえました。「神様ごめんなさい、私には
何もできません。」「本当にそれでいいのか。」もう一
度聞かれました。祈ることならできると思い、おそ
るおそる祖父に「お祈りをしていい？」と尋ねました。
怪訝な表情で受け入れたおじいちゃんの肩に手を置

いたものの、ふさわしい言葉は頭の中に、どうして
も浮かびません。どのように祈ったのかは覚えてい
ません。ハワイに行った後、母から手紙が来ました。
ある日教会に行くと祖父が座っていた、と。「来てく
れてありがとう。」と言う母に、「あんたが言うから
来たんやない。光一がハワイに行く時に、涙を流し
ながらお祈りというものをしたんや。その時に頭の
上に涙を流しよった。わしのために涙を流さんとい
かんほど神様が大事ならわしはそれを探しに来たん
や。」と話したそうです。その後も続けて教会に通う
ようになり、「ここで自分の葬儀をしてほしい。」と
言いました。そして、神様を信じ、洗礼を受けました。
その 2 年後、祖父は天国に召されました。私自身は
涙を流したことも覚えていません。神様が何とかし
てくれないと私は部屋を出ていくことができない。」
と、ただもがいていました。いつも正しい声が聞こ
えるように私達は心の耳を澄ましていなければなり
ません。おじいちゃんの頑なな心を溶かしたのは祈
りではなく、流された数滴の涙でした。

　　　私達は土の器です

　神様は資格があるから用いてくださるのではあり
ません。能力があるから用いてくださるのではあり
ません。私達は土の器に過ぎません。神様はこの土
の器を用いてくださいます。欠けだらけだからこそ、
ヒビだらけだからこそ、そこからもれる輝きが人を
救いに導くのです。表にあって用いられる人、陰に
あって仕える人、様々な用いられ方があります。欠
けだらけの、ヒビだらけの土の器である私を捧げま
す。新しく練り鍛えていただきましょう。そして、
サマリヤの女のようなよき証人とし用いていただき
ましょう。

　　　よき証人となるために

　大切なことはイエス様に出会うこと。そして、自
分自身が抱えている水瓶、つまり憎々しい心や忌ま
わしい過去、許せない心、神様が喜ばれないものす
べてを神様の足元に置いていくことです。整理でき
ない過去も、癒されていない心の傷も、自己不信や
自己嫌悪も一切のものをイエス様の尊い血潮の下に
置いていくのです。いつまでも持っていると成長で
きない、よき証人にはなれません。神様のかすかな
声を聞き分けることができるためには、教会に集う
こと、御言葉を蓄えること、神様と対話する時間を
持つことが大切です。私達は日々造り変えられて新
しくされています。上がったり下がったり、時には
とんでもないことが起こります。ドスンと落ちるこ
とも飛び上がるようなこともあります。それでも日々
前に進んでいるのがクリスチャンの姿です。毎日造
り変えられ新しくされ、１人１人がよき証人として
生きられますように。
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特別礼拝＆
PMセミナー

　サムエル記に入ってきました。サムエルとは、
「神の名」の意味があります。著者をサムエル自
身であると思っている人もいるかと思いますが、
サムエル自身が書いたとしてもごく一部分に限
られています。それは彼の死後の記事のほうが
多いからです。それよりはナタンやガド、ヤシャ
ル、エブヤタルが書いた伝承を用いて、サムエ
ルによって始められた「預言者塾」出身の預言
者の子孫が著したものと思われています。です
から執筆年代としては王国分裂（前 931 年）後
の時代に属しています。また，サマリヤ陥落へ
の言及がないので、著者は前 722 年以前の人と
考えられています。執筆年代としては、早けれ
ば前 900 年頃、遅ければ前 9 世紀の終り頃と言
えます。サムエルはキングメーカーであり、士
師の時代から王制への過渡期に神に用いられた
人物です。サムエルがどのような人物であり、
またどのような人が神に用いられ、どのような
人物が退けられるかが鮮明に描かれていいます。
また、人間である王の人生を記すことにより、
不変の神の真実、神の民に対する変らない愛を
伝えようとしている書物となっています。

牧　一穂　牧師
岩崎祥誉
平澤一浩
加藤優子
a西嵜真由美
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　１日　神門やす胡
　３日　金森美恵
　５日　小林歩美
　６日　加藤優介
　７日　近藤　楓

　７日　野上裕美子
　９日　河島弘子
１０日　河村拓海
１１日　石原奈々絵
１２日　淺野省吾

１４日　高橋未衣
１５日　甲藤裕子
１６日　池田優香
　　　　西嵜　陸
　　　　岩崎優輝

１８日　豊島あかり
２４日　馬場慶子
２５日　西嵜孝之
２６日　藤原柑奈
２９日　牧　尉太

３０日　早瀬敏郎
　　　　渡辺和香子

１０月の誕生者


